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１ はじめに

近年、DCP(Direct Color Proof)の印刷機への色合わ
せにおいて，ICC(International Color Consortium)プ

ロファイルによるカラーマネージメントシステム（CMS）

を用いてプルーフを作成するシステムが運用されはじめ

ている｡１） また、印刷インキに色を合わせた CMYK色

材を使用する網点 DCP２）３）においても、ユーザーごとに

印刷条件が異なるため、精度の高いプルーフ作成には

CMSが必要となる。

ICCプロファイルを用いる CMSは、K版の扱いや色変

換速度などの面でプルーフでの利用が困難な場合が多い。

以下に、DCP用に開発した CMSの処理／機能と評

価結果を紹介する。Fig.１に構成を示す。CMYK と

L*a*b*との関係を表す ICC プロファイルを基に、
CMYK から CMYK への直接変換テーブルである

DLP（Device Link Profile）を作成して使用する。

２ 色域マッピング処理

プルーフは､プリント物同士の比較のため、印刷物と

プルーフの観察条件はほぼ同一であり、測色的色再現

（Colorimetric Color Reproduction）４）が基本となる。

また、デバイス間の色域の差はモニターからの色再現に

比べるとわずかであり、修正に必要なマッピング量は少

ない。しかし、同一観察条件で並べて比較するため高精

度な色再現が調子再現性とともに要求される。

色再現の考え方は、印刷の色域がプルーフよりも内側

の場合には圧縮せず、外側の場合にのみ色相を変えず彩

度と明度を色域表面まで圧縮することを基本とする処理

により、色変化を最小にした。圧縮目標点を Fig.２のよ

うにプルーフ色域の彩度頂点から内側に移動させて設定

することよって、彩度低下を少なくし、色間の連続性を

確保した。

この色域マッピング処理を ICC プロファイルでの
L*a*b*→CMYK LUTの計算テーブルによって行なう。

３ K版処理

ICC プロファイルからの直接変換では、４次元であ

る CMYK データを３次元の L*a*b*空間に変換し、シ
ステム間の写像変換の後、元の４次元 CMYK色空間に

数値変換が行われる。変換後の K（黒）版は、CMYKで

構成される４色墨に置き換えられ、結果として墨文字/
細線品質が低下する。

網点プルーフにおいては、ロゼッタパターンやモアレ

に変化が起こり、ルーペでの網点確認時には校正の間違

いの原因になる。

プルーフ機種（レーザー熱溶融顔料系，AgX系，イン

クジェット系，電子写真系）の特性に応じて、K版処理
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Fig.２ 明度／彩度のマッピングの概念図
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Fig.１ デジタルプルーフ用CMSの構成図
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を次の３通りから選択可能とした。

１）K版４色再現（ICCプロファイル直接変換と同処理）

２）K版ベタのみ K単色再現．

３）K版完全再現．
２）は K版ベタのみを L*値に一致させる処理で K単

色に変換し、他の色は４色再現にて色差を最小にする。

３）は Fig.３において，Kの入力値 K１から L*値を再現
するように出力値 K２を求め（②）、ICC プロファイル直

接変換によって求まる C２M２Y２K２（①）と L*a*b*が一致

するように C２M２Y２K２を再計算する（③）。さらに K単
色部に入る CMYのにごり成分を除去し（④）、K版完

全再現の DLP（⑤）を作成する。

４ ＣＭＹの単色再現／ベタ再現処理

CMY単色の色調が印刷インキに模した網点プルーフで
も、L*a*b*空間に変換することによって、CMYの単色再

現に他の色網点が入り、ベタ表現がベタにならない。ルー

ペで網点確認する場合には校正の間違い原因になる。CM
Y単色部分にL*a*b*値を合わせ込む色相／彩度変換処理、

にごり成分除去処理，およびベタ再現処理を組み込んだ。

網点プルーフのみで使用する。

５ エディタ機能

プロファイルの作成には，カラーチャート測定が基本

となる。測色時の誤差要因の補正、色域マッピング結果

の修正には、プロファイルを直接調整する手段が必要で

ある。調整機能として、CMYK階調カーブとスポット
カラーコレクション機能を開発した。スポットカラーコ

レクションは、プロファイル内の色空間変換処理係数を、

CMYK値の変換として直接指定可能な GUIにて実現
した。Fig.４に GUI例を示す。

６ CMM（Color Management Module）の高速化

と速度評価結果

画像データの色変換を行う CMMにおいて，通常の

ICC プロファイルによる２段階の多次元格子補間を
DLPの使用による１段階化、マルチスレッド化による

網点スクリーニング計算との並行処理５）によって、高速

な画像変換をソフトウェア処理で実現した（Table１）。

７ 印刷物との色差評価結果

Fig.５に、 HiEnd 網点 DCP である Konica Color

Decision の色合わせ結果を示す。印刷物との色差を大
幅に減少できた。

８ まとめ

DCP に必要な処理／機能を有する CMSを開発し、

実用レベルの画像変換速度と色再現精度を得た。
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Fig.３ K版完全再現の処理フロー図

Table１ Konica OLシステム５）のCMM速度評価結果

データ読み込み開始から網点２値画像
作成完了までの時間

CMS無しの場合 ２′40″

CMS有りの場合 ２′46″
（変化率 104％）

Fig.５ Konica ColorDecision と印刷物との色差評価結果
（ISO12642カラーチャート 928色）
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